
 弥⽣時代後期の⼟器は薩摩半島側と⼤隅半島

側で，それぞれ地域⾊のある⼟器が使われてい

ました。薩摩半島では熊本平野を中⼼につくら

れた⿊髪式⼟器の影響下にある松⽊薗式⼟器が

分布し，⼤隅半島には⼭ノ⼝式⼟器の系譜を引

く⾼付式⼟器がありました。

 弥⽣時代終末期になると，両⽅の地域で中津

野式⼟器と呼ばれる同じ型式の⼟器がつくられ

るようになります。古墳時代に近づくにつれ，

南九州が⼀つにまとまっていく状況をうかがう

ことができそうです。

 やがて古墳時代に⼊り，「成川式⼟器」と呼ば

れるかごしま特有の⼟器が誕⽣します。
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